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災害の認識改め、備えるための努力を

関
西
大
学
特
別
任
命
教
授

社
会
安
全
研
究
所
セ
ン
タ
ー
長

河
田
惠
昭
氏

税
務　

９
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

９
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

10
月
11
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

　

７
月
11
日
に
開
か
れ
た
「
第
８
回
日
常
診
経
験
交
流
会
」
で
行
わ
れ

た
、
河
田
惠
昭
氏
（
関
西
大
学
特
別
任
命
教
授
／
社
会
安
全
研
究
所
セ
ン

タ
ー
長
）
の
記
念
講
演
「
大
阪
の
災
害
を
考
え
る
〜
医
療
機
関
は
ど
う
備

え
る
か
」
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

近
年
変
わ
る
災
害

近
年
変
わ
る
災
害

　

日
本
で
「
巨
大
災
害
」
と
い
い
ま
す

と
、
地
震
と
津
波
ば
か
り
が
注
目
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
際
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
を
遡
る
と
死
者
千

人
以
上
の
災
害
は
、
地
震
や
津
波
の
他

に
も
、
火
山
噴
火
、
高
潮
、
洪
水
な
ど

数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
環
境
の
変
化
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
ア
メ
ダ
ス
の
記
録
を
み
ま
す
と
、

前
半
の
20
年
間
（
１
９
７
６
年
〜
１
９

９
５
年
）
と
、
後
半
の
20
年
間
（
１
９

９
６
年
〜
２
０
１
５
年
）
の
観
測
デ
ー

タ
を
比
較
す
れ
ば
雨
の
降
り
方
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
後
半
の
20
年
間
は
地
球
温
暖
化
の

影
響
等
に
よ
り
、
一
度
に
大
量
の
雨
が

降
る
回
数
が
大
き
く
増
え
て
い
る
の
で

す
。
災
害
に
備
え
る
際
に
は
、
災
害
に

対
す
る
認
識
を
改
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

被
害
増
幅
す
る
要
因

被
害
増
幅
す
る
要
因

　

そ
の
上
で
、
申
し
上
げ
て
お
き
た
い

の
は
、
日
本
の
大
被
害
は
「
相
転
移
」

が
原
因
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
水
は
温

度
に
よ
っ
て
氷
⇩
水
⇩
水
蒸
気
と
い
う

風
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
熱

力
学
で
「
相
転
移
」
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
と
同
じ
こ
と
が
災
害
で
も
社
会
現
象

と
し
て
起
き
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
、
都
市
の
人
口
と
人
口
密
度
が

大
き
く
な
る
と
、
災
害
な
ど
が
き
っ
か

け
と
な
り
犠
牲
者
数
が
激
増
す
る
こ
と

を
研
究
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
災
害
で
も
同
じ
よ
う
に
社
会
現
象

と
し
て
の
「
相
転
移
」
が
起
き
て
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
災
害
に
よ
る
犠
牲

者
の
多
く
は
、
自
然
災
害
そ
の
も
の
で

起
き
る
の
で
は
な
く
、
被
害
を
増
幅
す

る
別
の
要
因
に
よ
り
、
起
こ
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を
例
に

出
せ
ば
、
約
１
万
５
千
人
以
上
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
た
の
は
、
津
波
が
想
定
外

（
自
然
現
象
）
の
高
さ
だ
っ
た
こ
と
が

原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
約
27

％
が
避
難
し
な
か
っ
た
「
相
転
移
」

（
社
会
現
象
）
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
理

由
で
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
相
転
移
が
起
こ
ら
な

け
れ
ば
大
被
害
の
発
生
は
避
け
ら
れ
ま

す
。
２
０
１
６
年
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
は
、
地
震
の
強
さ
こ
そ
阪
神
・
淡
路

大
震
災
と
同
規
模
で
す
が
、
「
相
転

移
」
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
想

定
外
の
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
に
備
え
る
た
め

に
は
「
相
転
移
」
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
何
が
原
因
で
相
転
移
に
な
る
か
を

調
べ
、
相
転
移
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

防
災
の
要
は
「
公
助
」

防
災
の
要
は
「
公
助
」

　

そ
の
上
で
大
阪
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。
大
阪
で
起
こ
り
う
る
大

規
模
災
害
に
つ
い
て
発
生
確
率
か
ら
順

に
み
て
い
き
ま
す
と
、
①
首
都
直
下
地

震
（
大
き
な
間
接
被
害
）
、
②
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
の
地
震
と
津
波
、
③
ス
ー
パ

ー
台
風
に
よ
る
高
潮
氾
濫
災
害
、
④
台

風
に
よ
る
広
域
豪
雨
（
淀
川
、
大
和
川

氾
濫
）
、
⑤
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
（
寝
屋
川
氾
濫
）
、
⑥
上
町
断
層
帯

地
震
、
生
駒
断
層
帯
地
震
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
災
害
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
広
域
・
複
合
・
長

期
化
災
害
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
、
状
況
認
識
が

甘
く
、
防
災
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。
私
は
行
政
に
対
し
て
、
何

度
も
提
言
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
対

策
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
医
療
機
関
に
関
し
て
は
ど
う

備
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
医
療
機
関

に
と
っ
て
相
転
移
と
な
る
要
因
は
、
一

カ
月
以
上
の
長
期
停
電
や
長
期
断
水
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対

し
て
事
前
の
被
害
対
策
は
必
須
で
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
相
転
移
に
対
し
て

は
「
公
助
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
相
転
移
が
起
こ
ら
な
け

れ
ば
、
格
段
の
事
前
準
備
は
不
要
で
、

通
常
の
備
え
で
良
い
の
で
す
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
対
策
を
怠
っ
て
い
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
の
医
療
活
動

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
、
重
要
な
順
番
を
整
理
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
対
策
や
解
決
策
を
実
施
す
る

な
ど
「
自
助
」
と
し
て
、
で
き
る
備
え

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
災
害
は
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
思

い
込
み
が
最
も
危
険
で
す
。
災
害
に
備

え
る
た
め
の
努
力
を
政
府
、
自
治
体
、

そ
し
て
我
々
一
人
ひ
と
り
が
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
大
阪
保
険
医
新
聞
７
月
15
日
・
25
日

合
併
号
よ
り
転
載
）

日
時　

９
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

 

鱒
見
進
一
氏
（
九
州
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
口
腔

機
能
学
講
座
顎
口
腔
欠
損
再
構
築
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

90
人

※
参
加
費
は
登
録
口
座
か
ら
の
引
去
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

歯
科
用
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
臨
床
応
用

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円　
　

定
員　

20
人

医
療
接
遇
研
修

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
２
階

講
師　

医
学
部
受
験
Ｍ
Ｅ
Ｐ

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

５
人

医
学
部
受
験
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会

医
科
・
歯
科
組
織
部
共
催
講
習
会

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
政
策
学
習
会

日
時　

９
月
11
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
15
分

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

石
川
康
宏
氏
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
・
経
済
学
者
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

60
人

コ
ロ
ナ
禍
の
総
選
挙
で
問
わ
れ
る
も
の
〜
命
と
暮
ら

し
最
優
先
の
政
治
へ
（
仮
）

日
時　

10
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

講
師　

 

仲
野
和
彦
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
小
児

歯
科
学
教
室
教
授
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

90
人

※
お
申
し
込
み
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
行
事
予
定
」
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
小
児
歯

科
の
基
本
と
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
み
】
歯
科
衛
生
士
対
象

　

先
日
、
広
島
の
爆
心
地
近
く
で
被

爆
し
た
父
の
体
験
を
、
娘
が
綴
っ
た

小
説
を
映
画
化
し
た
『
８
時
15
分　

ヒ
ロ
シ
マ　

父
か
ら
娘
へ
』
を
み

た
。
映
画
に
描
か
れ
る
悲
惨
な
状
況

に
言
葉
も
な
い
が
、
主
人
公
が
語
る

「
許
す
心
が
無
け
れ
ば
再
び
悲
劇
が

起
こ
る
」
と
い
う
台
詞
に
、
私
は
心

か
ら
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
の
も
引
っ

か
か
る
。
核
兵
器
投
下
は
仕
方
な
か

っ
た
と
言
っ
た
昭
和
天
皇
、
当
時
の

政
府
、
被
爆
者
救
済
に
背
を
向
け
続

け
て
き
た
戦
後
の
政
府
、
被
爆
者
を

差
別
し
た
人
々
を
私
は
許
せ
そ
う
に

な
い
か
ら
だ
。

　

私
が
衝
撃
を
受
け
た
映
画
に
、
反

戦
映
画
の
撮
影
の
た
め
に
広
島
を
訪

　

以
前
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
の
た
め
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

ほ
ぼ
無
償
で
提
供
を
受
け
、
窓
口

に
置
い
た
経
験
が
あ
る
。
手
数
料

は
か
か
る
が
、
最
初
の
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
は
無
償
だ
っ
た
し
こ
れ
か

ら
は
カ
ー
ド
の
時
代
だ
か
ら
と
思

い
導
入
し
た
。
し
か
し
、
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
が
故
障
し
た
際
、
相
談

を
た
ら
い
回
し
さ
れ
た
上
、
保
証

期
間
切
れ
で
修
理
費
用
も
わ
か
ら

な
い
と
電
話
を
切
ら
れ
た
。

　

結
局
、
契
約
は
切
っ
た
の
だ

が
、
最
近
同
じ
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
た
め
の
、
無
償
の

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
を
勧
め
る

広
告
が
頻
繁
に
送
ら
れ
て
く
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
新
た
に
つ
け

れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
俳
優
と
、

原
爆
で
家
族
を
失
っ
た
建
築
家
で
あ

る
日
本
人
男
性
の
難
解
な
恋
物
語
を

描

い

た
、
『

24

時

間

の

情

事

（HIROSHIMA 
MON 

AMOUR

）』（
１

９
５
９
年
製
作
、
日
仏
合
作
）
が
あ

る
。
男
は
「
君
は
広
島
で
何
も
見
て

い
な
い
」
と
い
っ
て
、
広
島
で
「
す

べ
て
を
見
た
」
と
い
う
女
を
否
定
す

る
。

　

男
の
言
葉
は
私
自
身
に
も
問
わ
れ

て
い
る
。
当
事
者
に
し
か
分
か
ら
ぬ

苦
痛
、
悲
し
み
、
絶
望
、
祈
り
、
希

望
を
ど
れ
だ
け
共
有
で
き
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
沖
縄
、
原
発
、
災
害
、
公

害
、
戦
争
、
性
暴
力
、
貧
困
。
す
べ

て
に
つ
な
が
る
問
題
と
し
て
胸
に
刻

み
た
い
。

る
費
用
や
故
障
時
の
対
応
に
つ
い

て
は
広
告
の
ど
こ
を
探
し
て
も
見

つ
か
ら
な
い
。
知
る
限
り
で
保
証

は
５
年
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
は
保
守

料
金
が
か
か
る
こ
と
も
多
い
。
顔

認
証
す
る
度
に
２
円
ほ
ど
か
か
る

ら
し
い
が
、
そ
の
手
数
料
は
保
険

者
・
患
者
・
医
療
機
関
の
誰
が
負

担
す
る
の
か
、は
っ
き
り
し
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
の
代
わ
り
に
な
る
と
政
府
は
盛

ん
に
〝
メ
リ
ッ
ト
〞
ば
か
り
を
宣

伝
し
て
い
る
が
、
負
の
部
分
に
つ

い
て
は
何
も
記
載
さ
れ
て
な
い
。

情
報
漏
洩
に
つ
い
て
の
不
安
も
ぬ

ぐ
え
な
い
。
政
府
は
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
の
不
安
を
真

に
受
け

止
め
て
ほ
し
い
。

江原　豊（堺）

原 爆 被 害 者 に
寄り添えているか

藤井佐都樹（松原）

メリット一辺倒に不安


